
厚⽣労働省は、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を⾒据え、認知症の⼈の
意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で⾃分らしく暮らし続ける
ことができる社会の実現を⽬指し、新たに「新オレンジプラン〜認知症⾼齢者等に
やさしい地域づくりに向けて〜」を関係府省庁と共同で策定しました。
当法⼈としても、認知症⾼齢者等が地域で⾃分らしく⽣活できるよう取り組んでい
ます。


